
資
料
紹
介
「
御
屏
風
下
絵
写
」 

 

崎 

山 

健 

文 
 

 

 

 

は
じ
め
に 

 

黎
明
館
所
蔵
の
玉
里
島
津
家
資
料
に
「
御
屏
風
下
絵
写
」
と
い
う
資
料
が
あ
り
、
筆
者
が

担
当
し
、
令
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日
～
四
年
三
月
六
日
に
黎
明
館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展

「
玉
里
島
津
家
資
料
展
」
に
出
陳
さ
れ
た
。
本
資
料
は
、 

「
雑
ノ 壱

番
御
長
持
入 

 

公
義
ヨ
リ
朝
鮮
国
江

被
遣
候 

 

御
屏
風
下
繪 

 
 
 
 
 

十
双
分
」 

と
墨
書
さ
れ
た
、
縦
五
一
．
五
、
横
二
二
．
八
、
高
八
．
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
木
箱
に
屏

風
状
に
折
り
た
た
ま
れ
て
収
納
さ
れ
た
二
十
一
点
の
彩
色
画
か
ら
成
る（
一
点
重
複
を
含
む
）。

「
雑
ノ
壱
番
御
長
持
入
」
と
見
消
が
あ
る
た
め
、
以
前
は
「
御
長
持
」
に
木
箱
ご
と
収
納
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
包
紙
に
は 

「
朝
鮮
江

被
遣
候 

御
屏
風
十
双
下
画
写
」 

と
記
さ
れ
て
い
る
。 

二
十
一
点
の
作
品
は
全
体
に
シ
ミ
が
あ
り
、
わ
ず
か
に
虫
損
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
鑑
賞

を
妨
げ
る
ほ
ど
で
は
な
い
。
細
か
く
調
べ
る
と
、
後
述
の
と
お
り
、
文
化
八
（
一
八
一
一
）

年
、
第
十
二
回
の
朝
鮮
通
信
使
来
日
の
際
、
朝
鮮
国
王
へ
贈
ら
れ
た
十
双
の
屏
風
（
以
下
、

先
学
に
倣
い
「
贈
朝
屏
風
」
と
記
す
）
の
下
絵
写
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

 

           

          

 画題 贈朝屏風の筆者 法量（㎝） 備考 

１ 日月老松古木梅図 狩野祐清邦信 右隻45.9×109.3  

左隻45.9×111.0  

２ 頼朝富士牧狩図 狩野探信守道 右隻46.0×106.0  

左隻46.0×107.7   

３ 頼信渡海・義家雁行乱知伏兵図 狩野伊川院栄信 右隻47.0×106.6  

左隻46.5×107.0 付箋「義家鳫烈を乱す図」 

 
４ 博雅琵琶伝授・時秋笙曲伝授図 狩野友川寛信 右隻47.5×111.5  

左隻46.9×110.0 付箋「時秋笙曲伝授」・「狩野友川」 

付箋「狩野友川」 
５  桜町菊亭図 狩野洞白愛信 右隻46.6×106.8  

左隻46.0×108.0  

６ 牧牛野馬図 狩野春貞與信 右隻46.7×96.4  

左隻46.7×95.5  

７ 春秋花鳥図 狩野洞琳由信 右隻46.3×107.1 付箋「春花鳥」 

左隻47.0×104.7 付箋「秋花鳥」 

８ 春冬堂上放鷹図 住吉広行 右隻46.5×106.8  

左隻46.6×106.6 付箋「桜町中納言」（ママ） 

９ 舞楽図 板谷桂意 右隻47.0×108.0 付箋「板谷桂意」 

左隻47.0×109.0  

10 四季大和山水図 狩野伊川院栄信 右隻46.8×106.2  

左隻46.6×106.7  

左隻45.5×105.5 左隻のみ重複1点あり 

表 玉里島津家資料「御屏風下絵写」 

※ 備考欄の「付箋」は，端裏に貼られているものである。 
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一 

先
行
研
究
と
画
題 

 

贈
朝
屏
風
に
つ
い
て
は
、
既
に
榊
原
悟
氏
の
著
作
『
美
の
架
け
橋 

異
国
に
遣
わ
さ
れ
た

屏
風
た
ち
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
）・『
屏
風
と
日
本
人
』（
敬
文
舎
、
二
〇
一
八
）
に

よ
っ
て
基
本
的
な
事
項
が
整
理
さ
れ
て
お
り
、
当
館
所
蔵
資
料
に
関
す
る
こ
と
以
外
は
こ
ち

ら
に
譲
り
た
い
。
美
術
史
を
専
門
と
し
な
い
筆
者
が
、
拙
い
な
が
ら
も
当
資
料
の
位
置
付
け

を
行
い
、
展
示
に
ま
で
漕
ぎ
着
け
た
の
は
、
偏
に
同
氏
の
業
績
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。 

さ
て
、
箱
書
き
・
包
紙
の
情
報
と
、
繊
細
か
つ
活
き
活
き
と
し
た
筆
遣
い
を
見
れ
ば
、
誰 

も
が
ま
ず
始
め
に
朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る
作
品
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

幕
府
が
編
纂
し
た
対
外
関
係
史
料
集
で
あ
る
「
通
航
一
覧
」
等
を
元
に
同
氏
が
ま
と
め
ら
れ

た
歴
代
の
贈
朝
屏
風
一
覧
に
あ
る
画
題
と
一
致
す
る
か
試
み
た
と
こ
ろ
、
文
化
八
（
一
八
一

一
）
年
の
第
十
二
回
の
画
題
と
概
ね
一
致
し
た
。
概
ね
と
い
う
の
は
、
二
双
に
つ
い
て
若
干

の
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

「
通
航
一
覧
」
巻
百
二
に
該
当
の
筆
者
・
画
題
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
所
蔵
本
に
よ
り
見
て
み
る
と
、「
同 

友
川
筆
」
と
記
さ
れ
た
下
の
割
書
右
に
「
博

雅
琵
琶
伝
授
」、
左
に
「
時
秋
笙
曲
伝
授
」
と
あ
る
作
品
（
写
真
四
）
に
つ
い
て
一
つ
の
疑
問

が
生
じ
る
。
作
品
を
見
る
と
、「
博
雅
琵
琶
伝
授
図
」
に
は
紅
葉
等
秋
の
植
物
が
見
え
、「
時

秋
笙
曲
伝
授
図
」
に
は
桜
等
春
の
植
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
割
書
右
が
右
隻
、
左
側
が
左
隻

に
該
当
す
る
の
が
通
常
だ
と
す
れ
ば
、
右
隻
に
秋
、
左
隻
に
春
の
配
置
と
な
る
。 

一
方
、
両
逸
話
の
時
系
列
を
見
て
み
る
と
、
前
者
は
、
源
博
雅
が
天
元
三
（
九
八
〇
）
年

に
没
し
て
い
る
た
め
、
十
世
紀
の
出
来
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
後
者
は
、
笙
曲
を
伝
授
す

る
源
義
光
が
後
三
年
の
役
（
一
〇
八
三
～
八
七
）
で
奥
州
に
下
る
際
の
逸
話
と
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
十
一
世
紀
の
出
来
事
で
あ
る
（
金
井
紫
雲
編
『
東
洋
画
題
綜
覧
』）。
し
た
が
っ
て
、

季
節
よ
り
も
出
来
事
の
時
系
列
を
重
視
し
た
と
考
え
れ
ば
、こ
の
配
置
で
よ
い
こ
と
に
な
る
。

因
み
に
、
右
隻
と
左
隻
で
逸
話
の
年
代
が
異
な
る
作
品
は
、
こ
の
他
に
一
覧
表
中
の
三
と
五

が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
右
隻
の
逸
話
の
方
が
古
い
（『
東
洋
画
題
綜
覧
』）。 

こ
の
時
の
画
題
を
記
し
た
別
の
資
料
「
朝
鮮
信
使
来
聘
一
件
書
類
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
蔵
）
も
「
通
航
一
覧
」
と
同
様
の
記
述
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
取
り
あ
え
ず

「
通
航
一
覧
」
に
従
い
右
隻
・
左
隻
を
決
め
た
が
、
諸
賢
の
見
解
を
俟
ち
た
い
。 

次
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
板
谷
桂
意
筆
「
舞
楽
図
」（
写
真
九
）
で
あ
る
。
先
と
同
様
に
「
通

航
一
覧
」
を
見
る
と
、「
板
屋
（
谷
）
桂
意
筆
」
の
下
の
割
書
右
に
「
内
垣
代
付 

舞
楽
左
青

海
波
」、
同
左
に
「
林
臺
古
散
手
貴
徳
狛
鉾
打
毬
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
垣
代
と
は
、
青
海
波

の
舞
楽
の
時
、
楽
器
を
奏
す
る
人
達
が
楽
屋
の
外
に
出
て
垣
の
よ
う
に
舞
人
を
取
り
囲
ん
で

並
ぶ
の
を
い
う
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）
が
、
左
隻
の
右
側
に
並
ぶ
人
々
が
こ
れ
に
当
た
る
。

そ
の
左
側
に
林
（
輪
）
臺
、
青
海
波
を
描
く
。
こ
れ
に
対
し
右
隻
は
、
左
か
ら
貴
徳
、
散
手
、

狛
鉾
と
続
く
（「
舞
楽
之
図
」
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
割
書
は
、「
内
垣

代
付 

舞
楽 

左
青
海
波
、
林
臺
、
古
散
手
、
貴
徳
、
狛
鉾
、
打
毬
」
と
読
む
と
考
え
ら
れ

る
が
、
当
館
の
下
絵
写
に
は
「
打
毬
（
楽
）
」
に
該
当
す
る
部
分
は
な
い
。
或
い
は
完
成
し
た

屏
風
に
は
追
加
さ
れ
て
い
る
も
の
か
。
ま
た
、「
古
散
手
」
と
い
う
舞
楽
は
未
詳
で
あ
る
が
、

「
古
」
が
「
右
」
の
誤
写
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
よ
り
下
は
右
隻
と
な
り
、
意
味
が
通
る
。
可

能
性
と
し
て
こ
こ
に
挙
げ
て
お
き
た
い
。 

 

二 

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
春
冬
堂
上
放
鷹
之
図
」（
写
真
十
一
）
と
の
比
較 

  
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
春
冬
堂
上
放
鷹
之
図
」
は
、
加
藤
秀
幸
氏
が
「
研
究
資
料 

住

吉
広
行
筆
春
冬
堂
上
放
鷹
之
図
屏
風
下
絵
及
び『
朝
鮮
信
使
来
聘
一
件
書
類
』」（『
美
術
研
究
』

二
六
七
号
）
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
端
裏
書
に 

「
文
化
五
戊
辰
年
十
月
朔
日
納 

 
 
 
 

御
老
中
御
掛 

牧
野
備
前
守
殿 

 
 
 

朝
鮮
国
王
ニ
被
遣
候
御
屏
風 
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景
金
園
広
行
画
之 

 
 
 
 

春
冬
堂
上
放
鷹
之
図 

 
 

住
吉
画
所 

」 

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
十
二
回
通
信
使
の
贈
朝
屏
風
の
下
絵
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
当
館
の
下
絵
写
（
写
真
八
・
右
隻
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
大
き
な
違
い
は
、
法
量
が

原
寸
大
と
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
大
き
い
点
（
縦
一
六
五
．
四
、
横
四
三
三
．
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
）
と
、
淡
彩
で
描
か
れ
色
使
い
が
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
点
、
そ
し
て
左
隻
を
欠
く
点
で

あ
る
。 

 
 

一
方
、
そ
の
構
図
は
、
樹
木
の
位
置
や
伸
び
方
、
人
物
の
配
置
や
佇
ま
い
、
鷹
が
雉
を
捕

え
よ
う
と
す
る
姿
な
ど
、
酷
似
し
て
お
り
、
当
館
資
料
が
同
じ
く
第
十
二
回
の
下
絵
の
写
で

あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

た
だ
し
、
こ
の
二
点
の
作
品
に
は
相
違
点
も
あ
る
。
早
稲
田
大
学
所
蔵
品
は
第
一
扇
の
幔

幕
内
の
人
物
が
一
人
多
く
、
第
三
扇
の
犬
飼
の
奥
手
に
同
じ
く
一
人
多
い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
二
点
は
制
作
時
期
が
異
な
る
筈
で
あ
る
。
前
述
の
『
美
の
架
け
橋
』
は
、
こ
の
時
の
制

作
過
程
を
、
画
題
の
決
定
・
筆
者
の
決
定
→
正
式
下
命
→
伺
下
絵
→
本
画
制
作
→
提
出
、
と

ま
と
め
て
い
る
。
さ
ら
に
同
書
は
、「
朝
鮮
信
使
来
聘
一
件
書
類
」・「
御
屏
風
之
記
」（
宮
内

庁
書
陵
部
蔵
）
の
記
述
か
ら
、
端
裏
書
の
文
化
五
年
十
月
に
は
既
に
屏
風
に
表
装
さ
れ
て
い

た
と
す
る
。
こ
れ
を
基
に
考
え
れ
ば
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
下
絵
は
、
伺
下
絵
を
経

て
、
こ
れ
に
修
正
を
加
え
、
本
画
制
作
の
た
め
に
新
た
に
作
ら
れ
た
、
完
成
し
た
屏
風
に
極

め
て
近
い
下
絵
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
当
館
所
蔵
品
は
、
そ
の
前
段
階
の
伺

下
絵
を
写
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。 

 

三 

馬
の
博
物
館
蔵
「
巻
狩
図
屏
風
」（
写
真
十
二
）
と
の
比
較 

 

横
浜
市
の
馬
の
博
物
館
に
「
巻
狩
図
屏
風
」
と
い
う
六
曲
一
隻
の
屏
風
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
第
六
扇
の
左
下
部
に
「
藤
原
守
道
」
と
署
名
が
あ
り
、
第
十
二
回
の
贈
朝
屏
風
「
頼
朝

富
士
牧
狩
図
屏
風
」
と
同
じ
く
狩
野
探
信
守
道
の
作
で
あ
る
。
ま
た
、
縦
一
六
八
．
九
、
横

四
三
一
．
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
か
な
り
の
大
振
り
で
あ
り
、
先
述
の
早
稲
田
大
学
図
書
館

蔵
の
下
絵
と
ほ
ぼ
同
サ
イ
ズ
で
も
あ
る
た
め
、
贈
朝
屏
風
で
あ
る
可
能
性
を
検
討
し
て
み
よ

う
。 こ

れ
を
当
館
の
作
品
（
写
真
二
・
左
隻
）
と
比
較
し
共
通
点
を
挙
げ
る
と
、
第
一
扇
の
手

前
の
樹
木
の
形
。
進
行
方
向
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
の
、「
曾
我
物
語
」
に
見
え
る
大
猪
に

後
ろ
向
き
に
跨
が
る
仁
田
四
郎
。
第
二
扇
手
前
の
樹
木
。
奥
手
の
丘
で
単
騎
見
お
ろ
し
て
い

る
騎
馬
武
者
。
第
五
・
六
扇
手
前
の
樹
木
。
奥
手
の
建
造
物
。
第
六
扇
手
前
の
水
場
。
山
間

に
見
え
る
獲
物
を
運
ぶ
場
面
等
が
あ
る
。
こ
の
他
に
も
諸
所
に
同
じ
ポ
ー
ズ
の
人
馬
・
動
物

が
散
見
さ
れ
る
。 

一
方
で
、
地
形
の
描
き
方
や
、
人
馬
・
動
物
の
数
や
配
置
等
、
相
違
点
も
多
い
。
先
に
述

べ
た
と
お
り
、
当
館
所
蔵
品
が
伺
下
絵
の
写
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
修
正
が
加
え

ら
れ
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
屏
風
と
し
て
完
成
し
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
れ
を
断
定

で
き
る
ほ
ど
の
経
験
・
能
力
も
な
い
た
め
、
諸
賢
の
見
解
を
俟
ち
た
い
。 

 

四 

な
ぜ
玉
里
島
津
家
資
料
に 

 

（
一
）
古
藤
養
山
惟
旭 

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
玉
里
島
津
家
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
知
る
決
定
的
な
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
が
、
ひ
と
つ
の
仮

説
を
提
示
し
た
い
。 

第
十
二
回
通
信
使
の
「
贈
朝
屏
風
」
を
制
作
し
た
の
は
九
名
の
御
用
絵
師
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
ま
と
め
役
「
頭
取
」
を
務
め
た
の
は
、
奥
絵
師
四
家
の
一
つ
木
挽
町
狩
野
家
の
狩
野
養

川
院
惟
信
（
文
化
五
年
正
月
に
死
去
。
嫡
男
伊
川
院
栄
信
が
引
き
継
ぐ
）
で
あ
っ
た
。
こ
の

養
川
院
の
も
と
に
、
当
時
薩
摩
藩
の
絵
師
古
藤
養
山
が
弟
子
入
り
し
て
い
た
。「
古
画
備
考
」

の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。 

 

「
古
藤
養
山
惟
旭 

号
松
雪
齋 
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薩
州
侯
画
師
ニ
テ
、
木
引
町
ノ
高
弟
ナ
リ
、
諸
方
ノ
古
画
鑑
定
ヲ
取
次
キ
、
師
家 

 

ノ
家
事
ヲ
モ
預
ル
、
但
長
屋
ニ
別
ニ
構
ヘ
住
シ
、
屋
敷
奥
医
師
格
ニ
ナ
ル
、
弘

化
丙
午
年
九
月
廿
四
日
没
、
年
七
十
餘
、
法
名
入
神
院
、
但
薩
州
画
家
十
五
人

有
之
、
皆
狩
野
流
也
、」 

こ
の
よ
う
に
、
古
藤
は
師
家
で
確
固
た
る
地
位
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
美
の
架
け

橋
』で
考
察
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、贈
朝
屏
風
の
下
絵
を
十
双
分
全
て
頭
取
が
と
り
ま
と
め
、

伺
下
絵
と
し
て
幕
府
へ
提
出
し
た
と
す
れ
ば
、
古
藤
の
存
在
は
、
こ
れ
に
触
れ
る
機
会
と
写

し
を
作
成
す
る
能
力
や
権
限
を
持
つ
薩
摩
藩
関
係
者
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
同
書
は
伺
下

絵
の
幕
府
へ
の
提
出
を
文
化
四
年
と
推
定
し
て
い
る
。
古
藤
が
関
与
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

当
館
の
下
絵
写
の
制
作
年
も
同
年
の
こ
と
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

（
二
）
島
津
斉
宣
と
古
藤 

写
し
た
人
物
が
仮
に
古
藤
だ
と
し
て
、
こ
れ
が
玉
里
島
津
家
資
料
中
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

背
後
に
こ
れ
を
命
じ
た
人
物
が
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
贈
朝
屏
風
の
下
絵
写
が
当
館

の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
例
は
他
に
な
く
、
恐
ら
く
は
第
三
者
が
模
写
す
る
こ
と
は

禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
こ
れ
を
古
藤
に
命
じ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
当
時
の
藩
主
島
津
斉
宣
（
九
代
藩
主
、
一
七
七
三
～
一
八
四
一
）
か
隠
居
島
津

重
豪
（
八
代
藩
主
、
一
七
四
五
～
一
八
三
三
）
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
重
豪
が
隠
居

し
た
の
は
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
で
あ
る
。
古
藤
家
の
系
譜
的
史
料
は
な
い
た
め
、
確
か

な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
先
述
の
「
古
画
備
考
」
に
よ
れ
ば
古
藤
は
そ
の
時
ま
だ
十
代
前

半
と
推
定
で
き
る
た
め
、斉
宣
の
代
に
元
服
、も
し
く
は
召
し
抱
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。 

時
代
は
や
や
下
る
が
、
斉
宣
の
「
内
用
留
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）
文
政
二
（
一
八

一
九
）
年
十
月
十
一
日
の
記
事
に
、
斉
宣
が
内
密
に
老
中
首
座
水
野
忠
成
と
の
パ
イ
プ
を
築

こ
う
と
し
た
時
、
ま
ず
水
野
家
の
茶
道
を
取
り
込
も
う
と
し
、
知
人
で
あ
る
と
し
て
古
藤
に

間
を
取
り
持
た
せ
て
い
る
記
事
が
あ
る
。
古
藤
は
時
に
斉
宣
の
内
密
の
用
事
の
た
め
に
働
く

こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。 

因
み
に
、
島
津
斉
宣
は
、
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
に
父
重
豪
に
よ
っ
て
隠
居
さ
せ
ら
れ
、

そ
の
後
も
江
戸
に
住
み
続
け
た
人
物
で
あ
り
、
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
御
台
所
寔
子
（
茂

姫
・
広
大
院
）
の
弟
に
当
た
る
。
文
政
二
年
以
降
は
寔
子
と
内
密
の
連
絡
通
路
を
持
つ
こ
と

に
な
る
が
、
文
化
年
間
に
は
二
人
の
間
に
私
的
な
接
点
は
ま
だ
な
い
（
拙
稿
「
武
家
か
ら
輿

入
れ
し
た
御
台
所
」（
東
京
堂
出
版
『
論
集
大
奥
人
物
研
究
』
二
〇
一
九
））。
し
た
が
っ
て
、

御
台
所
の
力
を
利
用
し
て
下
絵
写
が
制
作
さ
れ
た
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
三
）
島
津
宗
家
か
ら
玉
里
島
津
家
へ 

玉
里
島
津
家
資
料
と
斉
宣
関
連
資
料
の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。
玉
里
島
津
家
と
は
、
維
新

の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
島
津
久
光
が
新
た
に
興
し
た
家
で
あ
る
。

「
玉
里
」
と
は
、
島
津
家
の
別
邸
の
名
で
あ
り
、
こ
れ
を
建
造
し
た
島
津
斉
興
（
久
光
父
、

十
代
藩
主
、
一
七
九
一
～
一
八
五
九
）
の
御
印
「
玉
印
」
に
因
む
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
玉
里
島
津
家
資
料
は
久
光
以
降
の
資
料
が
大
半
を
成
す
が
、
晩
年
を
玉
里
邸
で
過
ご
し

た
父
斉
興
の
関
連
資
料
も
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
京
都
の
飛
鳥
井
家

へ
入
門
す
る
ほ
ど
歌
道
に
傾
倒
し
た
祖
父
斉
宣
の
資
料
も
、
歌
道
関
係
資
料
が
ほ
と
ん
ど
で

は
あ
る
が
ま
と
ま
っ
て
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
和
歌
・
漢
詩
へ
の
造
詣
が
深
い
久
光
が
、

自
ら
の
手
許
に
置
く
た
め
、
島
津
宗
家
か
ら
移
動
さ
せ
た
と
推
測
で
き
る
。
下
絵
写
も
同
様

に
何
ら
か
の
理
由
で
久
光
の
目
に
留
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

五 

そ
の
他
の
屏
風
下
絵 

 
最
後
に
、
本
件
と
の
関
係
は
不
詳
だ
が
、
同
時
期
の
同
様
の
資
料
が
玉
里
島
津
家
資
料
に

あ
る
の
で
、
紹
介
し
て
お
く
。「
仙
洞
六
十
御
賀
御
屏
風
一
雙
下
絵
」（
写
真
十
三
）・「
仙
洞

七
十
御
賀
御
屏
風
一
雙
下
絵
」（
写
真
十
四
）
の
二
点
の
屏
風
下
絵
で
あ
る
。
前
者
は
「
寛
政

十
一
年
十
一
月
廿
六
日 

画
土
佐
土
佐
守
光
貞
筆 

奉
行
民
部
卿
雅
威
卿
」、
後
者
は
「
文
化

六
年
十
二
月
十
四
日 
画
鶴
沢
探
泉
筆
寫 

奉
行
冷
泉
前
大
納
言
為
章
卿
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
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包
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
後
者
は
、
現
在
宮
内
庁
書
陵
部
に
同
様
の
下
絵
（「
仙
院

七
十
御
賀
御
屏
風
画
様
」）
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。「
仙
洞
」
と
は
、
こ
こ
で
は
後
桜
町
上
皇

を
指
す
。
包
紙
に
よ
れ
ば
、
後
桜
町
上
皇
の
長
寿
を
祝
い
、
朝
廷
の
主
導
で
制
作
さ
れ
た
屏

風
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
下
絵
が
島
津
家
に
伝
来
し
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
注
目
す
べ
き
は
、
寛
政
十
一
年

の
奉
行
「
民
部
卿
雅
威
」
こ
と
飛
鳥
井
雅
威
で
あ
る
。
飛
鳥
井
家
は
代
々
蹴
鞠
・
歌
道
を
家

業
と
す
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
島
津
斉
宣
は
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
か
ら
歌
道

の
門
人
で
あ
り
、玉
里
島
津
家
資
料
中
に
親
し
い
書
状
の
や
り
取
り
が
確
認
で
き
る
。ま
た
、

二
つ
の
包
紙
の
筆
跡
は
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
双
方
と
も
文
化
六
年
十
二
月
十
四
日
以
降

に
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
資
料
が
、
飛
鳥
井
家
と
の
や
り
取
り
を
含
む
斉
宣
の

歌
道
関
係
の
箱
に
収
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
二
点
と
も
飛
鳥
井
家
が
関
与

し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
屏
風
は
上
部
に
色
紙
形
を
設
け
、
そ
こ
に
詠

進
さ
れ
た
和
歌
が
入
る
も
の
で
あ
り
、
歌
道
に
傾
倒
し
て
い
た
斉
宣
の
興
味
の
対
象
は
、
屏

風
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
に
付
随
す
る
和
歌
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

文
化
四
年
に
贈
朝
屏
風
の
下
絵
写
が
作
成
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
島
津
家
は
僅
か
な
期
間
に

国
家
レ
ベ
ル
で
作
成
さ
れ
た
屏
風
の
下
絵
も
し
く
は
そ
の
写
し
を
入
手
し
た
こ
と
に
な
る
。

単
な
る
偶
然
か
、
ま
た
は
何
か
理
由
が
あ
る
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
念
の
た
め
こ
こ
に
挙

げ
て
置
く
。
因
み
に
、
玉
里
島
津
家
資
料
に
あ
る
屏
風
下
絵
関
係
の
資
料
は
こ
れ
が
全
て
で

あ
り
、
他
の
時
期
に
蒐
集
し
た
形
跡
は
な
い
。 

こ
の
お
よ
そ
百
年
前
の
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）
年
、
四
代
藩
主
島
津
吉
貴
（
一
六
七
五
～

一
七
四
七
）
が
、
狩
野
常
信
（
木
挽
町
狩
野
家
）
門
下
で
薩
摩
藩
に
仕
え
た
絵
師
坂
本
養
伯

の
屏
風
一
双
を
、
近
衛
家
を
通
じ
、
東
山
天
皇
へ
献
上
し
て
い
る
事
例
も
あ
り
（『
鹿
児
島
県

史
料 

旧
記
雑
録
追
録
二
』
二
二
三
八
～
四
一
号
）、
こ
れ
も
付
記
し
て
お
く
。 

 

お
わ
り
に 

 

仮
説
や
推
測
が
多
い
文
章
に
は
な
っ
た
が
、
ま
ず
は
諸
賢
の
研
究
の
俎
上
に
載
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
、
汗
顔
の
至
り
な
が
ら
筆
を
執
っ
た
次
第
で
あ
る
。
他
に
も
作
品
の
出
来
映
え

等
、
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
課
題
は
多
い
が
、
後
考
を
俟
ち
つ
つ
擱
筆
し
た
い
。 

 

（
さ
き
や
ま 

た
け
ふ
み 

学
芸
課
学
芸
専
門
員
） 
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１
 
日
月
老
松
古
木
梅
図
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２
 
頼
朝
富
士
牧
狩
図
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３
 
頼
信
渡
海
・
義
家
雁
行
乱
知
伏
兵
図
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４
 
博
雅
琵
琶
伝
授
・
時
秋
笙
曲
伝
授
図
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５
 
桜
町
菊
亭
図
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６
 
牧
牛
野
馬
図
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７
 
春
秋
花
鳥
図
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８
 
春
冬
堂
上
放
鷹
図
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９
 
舞
楽
図
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10 
四
季
大
和
山
水
図
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10 
四
季
大
和
山
水
図
（
左
隻
）
 

11 
春
冬
堂
上
放
鷹
之
図
 

（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）
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12 
巻
狩
図
屏
風
 

（
馬
の
博
物
館
所
蔵
）
 
 

13 
仙
洞
六
十
御
賀
御
屏
風
一
雙
下
絵
（
玉
里
島
津
家
資
料
）
 

 

14 
仙
洞
七
十
御
賀
御
屏
風
一
雙
下
絵
（
玉
里
島
津
家
資
料
）
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